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児 で 私 ERC王D が 積 極 的 に 行 わ れ る よ うをこな -ノ〉て きた .

今回証 臣 ､言. 牛 i-iL'十-1<;十 斗 再 il†廿 圧 佃 T..I.L'.fi1日

に お い て 麻 酔 管 理 丑 の 問 題 蘭 こ--端 ､て 検 討 した . 換 窓 前

の 状 態 は 原 疾 患 に よ か頼 r等 度 以 上 O脚 二障 害 を有 して い る

症 例 が 多 く, 短 時 汚濁の 検 査 麻 酔 で は あ る が , 術 前 管 理 及

び 麻 酔 薬 uj選 択 そ の 後 拝護濃 度 に 櫓 墓 な配 慮 を要 す る. 内

祝 級 操 作 率 は タ フ ァ イ バ - に よ る気 管 圧 迫 な ど換 気 状 態

に細 心 が)注 意 を払 pjべ きで あ ろ う≠ ま た 手技 上 触 回 の 体

位 変換 に 伴 う各種 トラ ブ ル も盤 Lニや す く, 麻 酔 管 理 上 リ

ス クが増 師 頚-る. 検 査 後 転急 性 鰐 楽 な どQ)養 篤 な 合 併 症

に 尉 す る 予防 的 処 際 む必 要 で あ る. 今 後 と も〕関 連 各 科 の

密 接 な 連 携 ダニ鴻 と に安 全 性 鍔蓬上層二に 努 め た い 平

5う 浄 し い 轟 炭 酸 ガ ス 酢は;j三を 呈 し た 悪 性 高 熱 症

釣 且例

轡 ぎ層 附 凋 漸 降 倫 髄 蛋環州 減 院 )

U稀 石炭 酸 ガ IA臣鵬 蓬三を 来 し 筋 生 検 で悪 性 百害議勲 症 と診 断 さ

れ た症 例 を経 験 Lた .

症 例 22才 男 性 R 化 膿 性 扇 挑 腺 炎 U)た め 扇 桃 腺 摘 出 術 が

予 定 され た . 術 招糎 )検 査 成 績 に は 艶 常 所 見 を認 め な か っ

管 L, パ ン jju 二 や ム 如 琵 授 与 の 後 , GOE に て 麻 酔

を維 指 した . 麻 酔 開 始 よ りや や 頻 脈 を認 め , 麻 酔 開 始 45

分 後 に は 1鳩 /軌 鮒 分 後 に は 160/ 分 と な りき 体 温 は

3791℃ か £339昔 C に 卜界 Lた , ダ ソ トロ レ ンが 手 元 に

な く, 体 温 は 巌 高 嶺0"5℃ に 盈 ん だ が ア ル コ- ル に よ る

表 面 冷 挽 約 30榊 m 嵐 に 及 ぶ 冷 却 輸 液 で 対 処 しァ 救 命

侶 一 二.:HkHtlト 1L木 上 ∴. 座 t沌 汗 .粍 ′吊 (再 l■TL. LjJ:,IjL.

学 に 依 頼 Lた 予 カ ル シ ウ ム誘 発 性 か レか や ふ遊 離 速 度 は

先 進 Lて お を来 意 性 感 勲 症 で あ る こ と が 裏 づ け に)れ た 一

loll;i

6) 重 症 冠 動 脈 病 変 をこ よ る 心 原 鮭 シ ョ ッ ク をこ

対 す る 救 急 藤 牧
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心 原 性 シ ョ ッ クを 合 併 した 藍症 心 筋 梗 塞 の 6例 に演目〟,

急 性 甘 止 冊 t,川 ｢言用 L I-′1､〔､.･ト リ 帖 L ;-_. :. ㌻ -1p合

併 例 で は 苧 堂 例 で 冠 状 動 脈 職 複 数 に 完 盤 転 し くは 不 完 全

閉 塞 を 認 め , 凝 璃 な 冠 状 動 脈 病 変 が あ -J薮ニ: > コ ッ タ例

で は , 入 院 時 心 電 図 は ST 上 界 が 明 ら か な 鮎瑚 £少 な

く, 呼 吸 困 難 で 初 発 す る 鮎m が あ さ右 左 心 不 全 に続 発 す

る シ ョ ッ ク, 心 筋 梗 塞 と思 わ れ る症 例 もあ -jた , 丑A盟主)

か ら の 離 脱 が 困 難 な 症 例 も あ り賢 ヱA迅P か ら の 離 脱 に

は 予 肺 動 脈 拡 張 期 圧 が 且Om m畏成 以 下 で 安 定 L声 心 係

数 が 3且J m摘 /m2 程 度 必 要 と思 わ れ た α

7日 着症 低 肺 機 能 患 番 開 胸 純 専 後 呼 哩 管 理
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今 軌 我 々 は き 蔽度 拘 束 性 呼 吸 槻 能 障 害 (,9iVここ約 25

% ) に き 綜つをこ椎 体 圧 迫 に よ る気 管 友閉 塞 を 楽 Lた 愚 者 鋸

盤 遺 開 通 術 に 対 す る術 後 呼 吸 管 薫製を経 験 Lた の で 緒 号至をす

∴

症 例 は , 25才や 女 性 . 且7才 時 先 天 性 後 額晒 症 が)診 断 にI

て ∴ 三騨 蜘 二矯 _&描 音を 施 行 きれ た . 且勤 8年 且招 諾呼 吸 器 感

管 内 挿 管 下に 呼 吸 管 理 を受 け た . 椎 体 に よ る右 中 間 気 管

支 幹 の 圧 迫 閉 塞 が 疑 わ れ 1989年 3月 笑 気 - エ ソ フ ル レ

ン~ ブ ェ ン タニ ル 麻 酔 下 に 右 側 開 胸 , 圧 迫 部 醒 体 及 び矯

正 金 具 の 一 部 切 除 術 が 施 行 きれ た . 術 後 EvM V に よ る

侶 ~~Lr拾 言i. 1'日 出 '..む臣信 貼 主 上.

本 症 例 の 経 験 に 基 づ い て 若 干 が)考 察 を 行 う.

離 断 潟 市 民 病 院 救 命 救 急 凝 ン タ - 開 譲受以 東

望年 間 釣 急 性 中 毒 患 者 が)統 計 的 考 察
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昭 和 62隼 招 巨 平 成 元 鞍 塊Fjの 2年 間 をこ救 命 敢 忠 心 ソ

タ脚 を受 診 もノた 急 性 中 毒 殿 患 者 で 原 因 物 質 , 年 齢 声 予 後



i什1･1 帖.t甘エバ-'弓二欄f:..詰 第10こ~L!I,t第12号 申尺'L/;卜lL)･1..i
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たB
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発性が)莱櫓神経障害を一隻Lた症例を経験首〆た鞘で報告す
る血

輝で激減不明が)状態で倒れているところを家族をこ発見さ
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急性輝衆等を星したが,簸中治療を=dよをフ閲擾Lた.しか

上 Jt雛伸雄十組i甘い川iい一一′l肌遠位側憧位L:り冬痛
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周囲の関心をひくことを疾病利得とする転職を転換比濃

･'■-!1-.㌧し､十 今回高音と■､言.1両.1-に.伎ぶ慢性埠痛粟井

二i例か.-＼仁ノ'')-さ二,p']･1[輔女人ド心卜ilr.I:,i:-;-言1---LLT思1卜

れる変身療轡予後弓反張発作をおこし,うちl例は治療

をこ難渋したことを報告した6

3例は健寮鮭約に恵まれずず将来をこ不安が魂かった.

柊痛も難治性で芦主治医も治療をこ苦慮しき患者との関係

をこ間願があったことを黍麗できないI注円を受けたいと

且漫)新津護市既病院麻酔科終束を受診した顔蘭
痛患者齢統計的考察
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当院に麻酔科外来が開設ざれてからやがて且0年が経二通

守:I:IL.1両~･粧'1･+∴':検束Lll1-皇 ドニ､今回.%LtI雨t汗~,-L,
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当院外来の新患数は年間約旦5窃-望繊太尾当であるが平

この翌年を濠どは,やや増紬陵鍔離こある.顔面痛はほぼこ

ハIt剖工 ./‖lt帥ト1'い,j､頼子と∴∴言;.･L十.1=_=し一章､j訳/I:.:立

と帯状痛嫁がそ銅半分を占め賢次も､で三党神経痛亨非定

型鷹離商が)臓であった虫帯状痛鯵は第ま妓領域に多く予

ノ‖叫ト(;l卜上狛･jpさナ∴廿IN-＼し1.､移?j-剛い用､̀叶∵斗､L:':,

かつた∴三党神経痛齢治療とLてぼや草餅i療法屯あるが,

jj療法が第且選択と思われfJM.
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網膜色素変性症は原因不明の遺伝性疾患で限柳こおい

て種櫓の治療がなされてきた酌 も～護だをこ有効な治療法

がノ吊､.最汀 ＼仁 一′弓‡--)用も域-:麿膜色素変†HEL?㍗

帖 網膜色素変性症し＼凍 結-ー練返し二一L待井了St~;tミニ,;t_.
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法がない現鼠 や後転この愚老をこ尉LでSG迅を続け

て経過十観察トlJ-.卜
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